
DTL四極磁石の渦電流の評価

時間的に変化する磁場は"瓶--害により渦電流をﾎｱﾁﾕーﾌに発生させる｡この電
流は磁石のコアの中にイメージ電流を作り、これも磁場を作る。これらの磁場は励起磁場と
同じ型の多極成分を持つが、符号は逆である。

磁場はベクトルポテンシャルで記述される。

ベクトルポテンシャルは外場、渦電流、イメージ電流からの寄与の加算となる。

ここで、周期2Tのsin波の半岐で励起すると仮定すれば（⑩-*/r)、枠
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と書ける。渦電流の効果により、四極成分は次のように変化する。
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ここで
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似0＝４刀×1o-'.

式(1)より、渦電流の効果により、得られる磁場には、時間遅れと振幅の変化が生じる事
がわかる。渦電流無しの時に、磁場のピークが①t=Jt/2で生じる時、渦電流を考慮したとき
の磁場のピークは
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遅れる。その時の四極磁場のピーク値は
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以上より、渦電流の効果の大きさは
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1)    (2)式のｓにより決まる。時間遅れはE、大きさはe*に比例。
２）ボアの厚みに比例する。
３）ボアの半径に比例する
４）磁場変化の周波数に比例する。
５）イメージ電流の効果は(R/Rgyに比例する。
６）電気伝導度に比例する。

JHFリニアックのパラメータをTable 1にまとめた｡psリニアックのパラメータを参考に毒
せた。採用パラメータを太字で示した。立ち上がりの遅いパルス電源を使用する事により、
PSリニアックに比べると、1/１0-1石に減少している(8で測って)。

リニアックのパラメータを参考に載
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Table 1渦電流効果のパラメータ。

帆４一 ８／の ８８

ｎ Ｔ １ ｎ ｍ ｍ

0.011

0.022
ヰ.３９

９．２１

ｓ､8０ ０．００１７８
●

１

１

０

７

1０．４
Ｓ､8９

３．６３

判
拓
帥

●

●

●

１

１

１


